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2026年 PM4AI WG1の活動のチーム構成

CPチーム CPMAIフレームワークによる
PM×AIの知識体系、方法論の確立

VSチーム 価値を実現する、AIプロジェクトの効果的な進め方
2025年後半からAIエージェント読書会でAgentic AIを研究

PMOチーム AIプロジェクト／ポートフォリオの
包括的なPMO／CoEの研究

GQチーム

AIプロジェクトの
包括的なガバナンス
品質などのフレーム
ワークの研究

RKチーム

AIプロジェクトの
リスク摘出と対策の
フレームワークの研究

OPチーム

AIプロジェクトの
開発から運用の
円滑な移行の研究

凡例：

：継続
（D0⇒VS

D4⇒GQチーム）

※D3チームからリニューアル
Risk(RK)チームとして新スタート

：新規

：新規

※OPチームは2025年後半に
立上げを予定したが、未完
2026年に再チャレンジ

VS：Value and Success
GQ：Governance and Quality

OP：Operation

PMBOK8
チーム

AIプロジェクトの
PMBOK8実践の研究
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PMI   Leading AI Transformation: Organizational Strategies for Project Professionalsより
https://www.pmi.org/standards/leading-ai-transformation-organizational-strategies-for-project-professionals

AI導入におけるPMOの役割を考える

Leading AI Transformation 本レポートの要約：

AI導入は技術選択ではなく競争力を再定義する戦略的変革である。
成功にはPMO、プロジェクト専門家、TMOの三者連携が不可欠となる。

 TMOは全社AI戦略と文化変革を主導し、方向性を統一する。
 PMOはガバナンス、標準化、リスク管理を通じて実行を統括する。
 プロジェクト専門家は戦略と現場を結び、価値創出を担う。

AI導入の課題はデータ、組織・人材、技術・ビジネスの三領域に分類される。
三者連携はこれら複合課題に対し実践的な解決策を提供する。

TMOのロードマップは組織抵抗を抑え変革を加速する。
PMOの統制はデータ品質やセキュリティ課題を解消する。

三位一体モデルがAIを組織のDNAへ昇華し、持続的競争優位を生む。

※TMO は Transformation Management Office（トランスフォーメーション・マネジメント・オフィス）
の略で、組織変革を全社的に推進するための専門組織を指します。

PMO- 2026年に検討したいこと -

https://www.pmi.org/standards/leading-ai-transformation-organizational-strategies-for-project-professionals
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AI導入における主要な課題領域 PMO
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課題を克服するPMO：プロアクティブな解決策 PMO
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成功の再定義：コスト削減を超えたAIの真の価値を測る PMO
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AI先行者は圧倒的な成果を出す： AIに対応したPMOを具備した組織 PMO
※

※ Trailblazers（先駆者：トレイルブレイザー）：プロジェクト業務の50%以上でAIを使用している組織と定義されています。  「早期採用者（early adopters）」として位置付けられる
※  Explorers（エクスプローラー）:            プロジェクトにおけるAIの使用率が15%未満の組織を指します。                       「後期採用者（late adopters）」とみなされている
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AI品質マネジメントの新潮流：なぜ今、リスクベースのアプローチが不可欠なのか GQ
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AIリスクの特定と評価：信頼性を確保する統一フレームワーク GQ



10© 2026 PMI Japan Chapter | PMI-Japan.ORG

実践：介護用カメラから導き出す、具体的な品質目標 GQ
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2026年の転換点：AIは「伝道」から「評価」の時代へ リスク
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実行への処方箋：人的要因の排除と統合ガバナンス、そして物理AIへの対応へ リスク
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AIエージェントの自律性：「Chat」の対象から「協働者」へ VS／AIエージェント

Weng, L. (2023). LLM Powered Autonomous Agents. Lil'Log. https://lilianweng.github.io/posts/2023-06-23-agent/

https://lilianweng.github.io/posts/2023-06-23-agent/
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実施例：データ分析エージェントとの協働プロセス VS／AIエージェント

※ 太田真人, 宮脇峻平, 西見公宏, 後藤勇輝, 阿田木勇八、『現場で活用するためのＡＩエージェント実践入門』 (ＫＳ情報科学専門書)より引用
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AIのでこぼこな能力境界線（Jagged Frontier) VS／AIエージェント

※ この図は、AgenticなAIシステムに限らず、一般的なAIシステムで共通の課題です。
Dell'Acqua, F., McDermott, E., Mollick, E. R., et al. (2023). Navigating the Jagged Technological Frontier: Field Experimental 
Evidence of the Effects of AI on Knowledge Worker Productivity and Quality. *Harvard Business School Technology & 
Operations Mgt. Unit Working Paper No. 24-013*. Available at SSRN: https://ssrn.com/abstract=4573321

https://ssrn.com/abstract=4573321
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HITL：自己進化するAIシステムを『育てる』 VS／AIエージェント

※ この図は、AgenticなAIシステムに限らず、一般的なAIシステムで共通で有効な施策です。Agentic AIでは『データベース』に相当する部分が、長期、短期メモリ、Config（ルーティング）など
多様化するので、HITLをどのように廻すかも新たな課題になります。
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